
和歌山県工業技術センター 業務報告会 2026年10月9日

和歌山市の企業支援施策のご紹介

企業立地・デジタル化・スタートアップ連携・研究開発

和歌山市 産業交流局 産業部 産業政策課 河浪



本日ご紹介する4つの施策
企業の成長段階やニーズに応じてご活用ください

工場・事業所を
新増設したい

企業立地促進奨励金

新設・増設・設備投資に
最大2億円規模の奨励金

デジタル化で
業務を効率化したい

生産性向上ツール
導入補助金

AI・IT・IoTツール導入費
上限50万円・補助率1/2

新しい技術・
連携先を探したい

Brinc連携による
スタートアップ紹介

海外アクセラレーターと
連携した協業機会

研究開発を
事業化したい

Go-Tech事業
（国の研究開発支援）

公設試等と連携した
研究開発を最大3年支援
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企業立地促進奨励金 対象と要件
市内で製造業等の対象業種に該当する事業所を新増設等する場合に奨励金を交付

産業政策課

対象となる行為

新設 市内に事業所を新たに開設

増設 既存事業所で増築・改築等

移設

設備投資 既存事業所に新たに設備を設置

主な要件（製造業等 ※IT等サービス業を除く）

・投下固定資産総額（家屋・償却資産）

3,000 万円以上

・新規雇用者 かつ 正社員純増数

各 3 人以上

対象業種
製造業、物流関連、情報サービス業、植物工場、
自然科学研究所、デザイン業、機械設計業 ほか
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市内の事業所を市内別所へ移転
(事業規模拡大を図るもの)



企業立地促進奨励金 奨励金の種類
要件を満たした場合、対象設備等の固定資産税を納付した翌年度に奨励金を交付

産業政策課

設置奨励金
固定資産税・都市計画税（土地・家屋・償却資産）

相当額の3倍

限度額 ２億円
（100億円超投資等の場合は）限度額15億円

雇用奨励金
新規雇用者1人につき
60万円

限度額 4,000万円
（新規雇用100人以上の場合は）限度額 1.8億 円

環境整備奨励金
新設緑地の
工事費用の50%

限度額 1,000万円

用地取得奨励金
対象用地の
取得費用の10%

限度額 2億円

指定申請は「工事着工の30日前まで」に必要です。計画段階でお早めにご相談ください。
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奨励金最大 18.9億円



生産性向上ツール導入補助金
POSレジ、勤怠管理、販売管理、グループウェアなどの導入を支援

商工振興課

50万円

補助上限額

1/2
補助率

10/1〜

受付開始（予算到達で終了）

対象ツール

• AIツール：データから学習し、推論・回答を行う機能をも
つもの

• IT・IoTツール：予約・販売・顧客管理・人事給与・受発
注管理など

• ChatGPTや表計算ソフト等の汎用ツールは対象外

対象経費

ソフトウェア購入費 機械器具購入費※

保守・サービス費 クラウド利用費

外注費・委託費 研修費

※ソフトと一体のものに限る
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生産性向上ツール導入補助金 申請の流れ
対象：市内に事務所を有し、市税を完納している中小企業者

商工振興課

1

事業計画書作成

支援機関の支援・
確認を受ける

2

申請書提出

郵送または
窓口持参

3

審査・交付決定

市が審査し
交付決定を通知

4

ツール導入

交付決定後に
事業を実施

5

実績報告・交付

報告の審査後に
補助金を交付

ポイントは「①事業計画書」です

• 和歌山県よろず支援拠点や和歌山商工会議所などの支援機関の確認が必要

• 計画期間終了時の労働生産性の伸び率が、直近決算期比で2%以上となる見込みを記載

• 作成に時間を要するため、早めのご相談をお勧めします
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Brincとの連携によるスタートアップ紹介
2025年10月「和歌山市におけるスタートアップ・エコシステムの構築に向けた協定」を締結

産業政策課

Brincとは
香港・中東・インドを中心にセクター特化型のプログ
ラムを展開する、グローバル・ベンチャー・アクセラ
レーター

2014年

創業

250社+

投資先スタートアップ

15+

運営中のプログラム

市内企業の皆様にとっての活用イメージ

• 自社技術を補完する海外スタートアップとの出会い

• 実証実験（PoC）や協業による新事業創出

• アジア・中東への事業展開に向けたネットワーク活用
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4者連携

和歌山市

紀陽銀行

ジェトロ

Brinc



Brincが支援するスタートアップ（例）
Brincの支援先から、市内企業との連携が期待される2社をご紹介

産業政策課

日本｜2023年創業｜蓄電池

• 企業向けの蓄電システム（ESS）を開発・提供

• 蓄電池を自社開発のシステムで一元的に制御

• 電力需要や市場価格に合わせて充放電を最適化

• 太陽光発電の有効活用や電気代削減、BCP対策
に活用

市内企業の蓄電システム導入を通じた
電力コスト削減やBCP対策などでの
連携が期待されます

米国・ブラジル｜2019年創業｜農業バイオ

• バイオ技術で持続可能な綿を研究室内で栽培

• 収穫までの期間を10分の1に短縮

• 必要な土地・水・温室効果ガスを8割削減

• 2020年「ファッション業界のノーベル賞」とも
言われるGlobal Change Award受賞

繊維・染色加工を行う市内企業との
素材開発・実証などの連携が期待されます

出典：Brinc Japan資料 和歌山市 産業政策課 | 8



Go-Tech事業
成長型中小企業等研究開発支援事業：中小企業と大学・公設試等の研究開発・事業化を国が最大3年間支援

国（中小企業庁）

申請には共同体の構成が必要

中小企業者等

主たる研究等実施機関

大学・公設試等

従たる研究等実施機関
またはアドバイザー

事業管理機関

プロジェクト管理・経理

令和8年度公募の概要

補助率（中小企業者等） 2/3 以内

通常枠（3年間合計） 9,750万円以下

大型研究開発枠（3年間合計） 3億円以下

補助事業期間 2年度 または 3年度

R8公募は2〜4月に実施済。次回に向け早めの準備を
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Go-Tech活用事例（市内企業）
前身の「サポイン事業」を活用し、和歌山県工業技術センターと連携して研究開発・事業化

市内企業の事例

三木理研工業株式会社

企業概要

和歌山市栄谷｜1967年設立
繊維用加工剤の研究・開発メーカー

連携した公設試

和歌山県工業技術センター

研究テーマ

複合樹脂の含浸による
新しい木材プラスチック化技術の開発

研究開発の概要

事業年度 平成23〜25年度

基盤技術分野 立体造形

主な成果 寸法安定・ヤケ防止・硬質化

事業化状況 事業化に成功

公設試との連携が事業化につながった好事例

出典：中小企業庁 Go-Tech事業ポータル、三木理研工業株式会社ウェブサイト 和歌山市 産業政策課 | 10



お問い合わせ

企業立地促進奨励金／スタートアップ支援

和歌山市 産業政策課
TEL 073-435-1040

生産性向上ツール導入補助金

和歌山市 商工振興課
TEL 073-435-1233

Go-Tech事業

近畿経済産業局 地域経済部 産業技術課
TEL 06-6966-6017

ご清聴ありがとうございました


